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ＪＲ東労組本部は、５月３１日、申１号「第３４回定期大会発言に基づく申し入れ」の団
体交渉を行い、今後の労使関係について、労使対等の原則に則り、労使双方がス
タートラインに立つことを確認しました。

（組合）

「新たな３０年を展望する施策実施に
向けた確認メモ」を労使の基本的なス
タートラインとして認識している。スター
トラインに立つということで良いか。

（組合）

今後の人口減少を踏まえた中で、観光
振興や地域の活性化も必要。そのため
にはそこで働く、地方の社員・組合員
は絶対的に必要である。

（組合）

地方の労使議論を信義誠実に議論し
たい。職場の問題を解決するのは、地
本‐支社間の議論である。職場風土の

醸成、職場で課題が起きたときも信義
誠実に議論したい。

（組合）

職場風土の醸成、職場で課題（問題）
が起きた時に信義誠実に議論したい。

（会社）

会社と組合が現状認識を合わせて、次
の３０年も成長するために議論すること
が重要。我々もそうだが、貴側（組合
側）も認識を持ってほしい。

（会社）

経営状況は環境・時代により変わるが、
地域に根差すことは重要で、源となる
のは社員の力。労働組合は労働条件
向上が目的なので、協力しながらより
良い会社にしていく｡会社として地方を
切り離す考えはない｡

（会社）

我々もお願いしたい。きちんと団体交
渉の場で議論して施策を行いたい。労
使の立場は違うので喧々諤々の議論
にもなるかも知れないが、より良い施
策を創っていくものである。

（会社）

具現化するのは職場なので、お互いに
言うべきことを言って解決していきたい。

《地方を切り離さず、労使で協力し、より良い会社と労働条件を目指すことを合意！》

《施策や職場の問題は地本-支社間で信義誠実に交渉し、解決を目指すことを合意！》

《「３０年を展望する確認メモ」を、労使のスタートラインとして双方で認識！》

①申１号「大会発言に基づく申し入れ」第３項で、労使関係について以下の
内容で本社と合意！

②新たな30年を展望する施策実施に向けた確認メモ」に則り、
施策と向き合おう！


